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第1章 緒 論
1-1本 研 究 の 目的
生型用の砂はシステム ・サンドとして繰 り返 し使用され,公 害 も比較的少なく,量産用鋳型
として主流をしめている。
この水分 を含んだ鋳型に金属溶湯を鋳込む ことは,危 険なことであ り,矛盾 しているように
もとれる。 しかし現場 で100年以上 も日常的に利用 されつづけてきたのは経験による試行錯誤
の結果である。これまでは現場技術に依存 し,理論的な裏付けがないが しろにされてきたので
はないだろうか。そのためこの分野では欠陥対策に追われ根本的な究明は未解決である。
この生型に注湯すると型内の水分はどの ような挙動を示 し,製品である鋳物に影響 を与える
か考えてみたい。主 として鋳型の側から考えると,型 は溶湯に接する方の面か ら加熱 され る,
生型は,け い砂一粘土一水および空隙 よりなっているのでこれらを媒介 しての熱伝達 を考えね
ばならない。なかで も水分は100℃にて蒸発 し,空隙を通って移動する。熱 と物質の同時移動
が起 っている。
また鋳造時における熱伝達は温度範囲が広 く,室温 か ら1,000℃以上 に及ぶ。その熱流束 も
かな り大 きい。 このように考えてゆくと,生型を用いた鋳造プ ロセスは伝熱工学の問題 として
も興味深 いものがある。











図1Marekに よる注 湯後 の生 型内区分1)
1
欠陥の発生機構を解明 してゆくうえには,水分凝縮層の挙動を含む鋳型内部に発生する諸現象
を観察 し,その特徴 を理解す ることが必要である。
本研究は生型に注湯後発生する水分凝縮層の特性および,こ れに関連す る生型熱伝達や鋳造
欠陥の発生機構 を明確にしようとす るものである。
MarekDは注湯後の生型内の水分状態を図1の ように区分 したが本稿では以下に示す ように,
乾燥域,飽 和域,凝 縮域及び初期水分域 と区分する。また,乾燥域 と飽和域及び飽和域 と凝縮
域 との境 界をそれぞれ蒸発界面,凝 縮界面 とする。
乾 燥 域:温 度が100℃以上で遊離水分のない範囲。
飽 和 域:温 度がほぼ100℃で一定,水 分率 も一定の範囲。
凝 縮 域:温 度が初期温度か ら100℃までの間で,水 分 も初期水分率から飽和水分率の範
囲。
初期水分域:温 度は初期温度,水 分は初期水分率の範囲。
水分凝縮層:初 期水分率 より水分率の多い範囲,よ って飽和域および凝縮域 を含む。
生型に鋳造 された鋳物が欠陥のない,健 全な ものであるよう多 くの研究者によって,こ れま
で調査研究 されてきた。鋳造欠陥にも金属溶湯によるものや,鋳 型によるもの,そ してそれら
が互いに関係するものがある。それ らのいずれかであるにせ よ欠陥に対する要因の数が多 く,
その調査研究は方法論的にも多様である。従来では一つの鋳造欠陥に対 して考えうる全ての要
因をとりあげて,そ れ らひとつひ とつを実験条件 として変化させ,造 型 ・注湯 ・凝固のプ ロセ
スを経た うえで鋳物の欠陥の有無を調べ,鋳 造欠陥 と実験条件である要因との因果関係 を求め
た例 が多い。
注湯か ら凝固に至るプロセスの中で,鋳 型内での経時的な状態変化を理解することができれ
ば,鋳 造欠陥の発生する,あ るいは発生 しそうな注湯後の時間や場所を推測することが可能に





生型の熱伝達については,第 一に乾燥型 と比較 して,鋳 型内の水分が鋳物の冷却能にどの
ように影響す るかRuddleら2),Berryら3)および新 山4)が調べている。 これらの研究では水分




第三は,生 型が,け い砂 一粘土 一水系鋳型 とも言われ,そ の熱伝達は固体一液体 一気体の
集合体による熱伝達で,水 分は蒸気 となって型内を移動するため,物 質移動を含む熱伝達で
ある。温度 は室温か ら1,000℃以上 に及ぶ高範囲であり,しか も伝達 される熱流束はかな り




熱温度お よび熱流束が著 しく大きいことな どである。よって一般 におこなわれている段階的




いるが,蒸 気の移動や凝縮を考慮すれば問題がある。 しか し,以後表わ された多 くの文
献 と比較 しても実用性に富んだまとま りのある研究である。
電子計算機 を用いて温度分布 を求めたのはCappy9)らである。計算の手続 きが記 され
ていないので,詳 細についてはわか らないが蒸気の流速を求めているので,水分の移動





ることが わかった')。次いで各層の熱伝達をとりあげ,な かで も凝縮層の通気性 に着 目
して水分凝縮層の生成 との関係を求めている1°}。しか し各層が単独に求められてお り,
生型の熱伝達 として考えられていない。
Hoffmannl1)は生型試片 をば く熱 し,そ の重量減少量を測定 した。あわせて鋳込み実
験 をおこなった結果,開 いた鋳型空間と閉 じた鋳型空間では水分の蒸発状況が異なると
述べている。 したがって水分凝縮層の発生 も異なるのは当然であり鋳型の表面が金属溶
湯で覆われた場合 と,て らされた場合では水分凝縮層の発生が異なるので,鋳 込み実験
を想定 したば く熱実験ではこれ らのことを理解 して実施すべ きである。
Draperiz)は過熱蒸気を標準試片に送 り込んで,そ の温度変化 を調べ,Marekの実験結
果 と比較 している。すなわちベ ントナイ ト,けい砂粒度,水 分率,通 気度を変化要因と
し,それぞれに対する蒸発界面,凝 縮界面の移動への影響を調べ,熱 伝達速度に影響す
る主な要因は1)通 気度,2)試 料砂 の全表面積,3)試 料砂の比熱などであることを
指摘 している。さらにDraperら13)は水分凝縮層の移動状況がわかるように,鋳込み実験
の結果 を距離 一時間軸上に蒸発界面 と凝縮界面をあらわ し水分率,粘 土含有量,鋳 込み
温度,け い砂の粒度によって5つ の型に分類 している。
3.解析的方法による研究
Veinik")は鋳込み実験による温度変化曲線をべ き指数nのn階 放物線式であらわ し,
これをもとにフー リエの伝熱法則や熱収支を考えながら半実験解 を求めている。温度分
布 と水分分布の関係 を明らかにしている。半実験解であるため実際 と良 く一致 している。
Hevekl5}らはStefanの式をもとに通気度係数 を用いて,鋳 型内の水分率 を求めている
が,水 分凝縮層内の最大水分率は鋳型空間が全て水分で満たされた状態である25%とし
てお り,その水分率測定に誤差が大 きいので,理 論値 と実験値の差が多い。






斎藤ら18)は蒸気 を吹 き込んで求めた通気度を飽和域の等価温度拡散率 としている。界
面移動係数を実験によって求めた値を用いているので純粋に解析的方法 とは言えない。
また凝縮域の水分率 は空隙を全て水で満たしているものとして求めてお り実際 とは異っ
ている。
生型熱伝達についてまとめると水分凝縮層の水分率を確認 しないで,伝熱解析 をおこなっ
た研究が多 く,それ らは満足 な解を得ていない。
飽和域から乾燥域に変化する蒸発界面の移動係数は氷の融解の問題 で有名 なNeumamの
方法 を用いるのが一般的である。このとき飽和域の水分率に注意 しなければならない。蒸発
界面で発生 した蒸気がどのように飽和域 を通過 し,凝縮 してさらに飽和域 を生成せ しめるの




生型熱伝達 を考えるさいに飽和域の水分率を知 るこ とをまず第一にすべ きであると先
に述べた。
型内の水分率 を測定する方法にっいては森2°)が文献 を整理 している。Gittus21)および
Hevek15)は電気抵抗によって型内水分の移動状況を調べた。Marek22)は初期水分率と飽
和水分率との関係 を図で示 し,Veinik14)は飽和水分率は凝縮 による水分増加であるとし
た計算値 と,鋳型か ら採取 ・測定 した値 との比較 をおこない良い一致 をみている。
2.水分凝縮層の強さ
一般 に過多な水分を含んだ鋳型は最適添加水分 を含んだ鋳型 と比較 して強さの低下 は
まぬがれない。水分凝縮層の過多水分 は凝縮によって型砂表面 に付着 した ものであ り,






係 してお りその必要か ら製作 された。 またMarek24)も引張強さの測定 をおこなっている。
3.水 分凝縮層の通気性
これまでの通気度は鋳型空間ないし,鋳型内に発生 したガスを型外に排出する指度と
して考 えられていた。水分凝縮層の通気度はMarek27)が初期水分域 と比較 して,31%減
少す ることを調べ,ま た後に通気度のみをとりあげ,生 型の各層における通気度の意義
を述べている。
斎藤18)らは飽和域内の蒸気移動が圧力勾配によるとの考え方か ら通気度を飽和域(蒸
気通過層)内 の等価温度伝導率に等 しいとし,生型砂 をっ き固めたパイプの一方か ら圧
力55mmAqの蒸気 を吹 き込 み,圧 力お よび温度分布の時間的変化から等価温度拡散率を
4
求めた。野幌砂で1～2㎝ γmin,オリビン砂 で2～5㎝ ヲminである。鋳込み後の型内
の蒸気圧はMarek28)によれば数10mmAq程度である。鈴木29)らも同様 な結果 を得てい る。
1・2・3鋳 造欠陥との関係
水分凝縮層はす くわれ系欠陥の発生機構 を研究するさいに生 じた問題である。熱伝達 によ
って型内各層の発生 ・移動を知 り,かつ各層の強度や通気性 をあわせて考えて,鋳込み後型
内のどの ような場所 と時刻 に,ど のような変化が起っていか知ることができれば生型の欠陥
発生機構 を解明することがで きる。
以上のような点を理解することがで きれば,生 型の研究 も体系化され,普 遍的な ものにな
ってゆ くと思われる。
その結果,こ れまでとは異った観点か ら型砂の管理や方案および鋳型の設計 をおこなうこ
とも可能 となるであろう。生型砂の基本的な特性を理解 したうえで,造 型条件 を設定すれば,
欠陥が,ど こにどの程度発生するか予測できるようになることが理想であろう。
1.す くわれ系欠陥
錦織3°)はす くわれ系欠 陥の研究結果 を地区別,年 代別に整理 している。鈴木31)らは発
生因子 と,それを主張 した研究者の一覧表 を作成 している。1960年代中頃までは もっぱ
ら平 らな生型表面に溶湯が接触 し,鋳 型のその部分は膨張する。その膨張に耐えられな
い強 さであれば,型表面にき裂が発生 し,型 のき裂は鋳物の欠陥 となって製品にあらわ
れる。す くわれ系欠陥の主な要因は鋳型の膨張 と強さとの関係であるとされてきた。対
策 としては,新 砂 よりは古砂 を,角 ばった砂粒 より丸い砂粒を,ま た膨張に対す る緩衝
材 として木粉や ピッチなどの第二次添加材を加えるのが良いということであった。鋳型






温度上昇する。生型で1まこの層の水分が蒸発 し,発生 した蒸気の一部は型の さらに深部
に達 し,そ して再凝縮する。表面には乾燥 した層がで き,それに接する高い水分 を含ん
だ層が存在する。これが水分凝縮層の生成 を概念的にとらえた最初の ものである。
Goad35)はシ リコニット発熱体で試片をばく熱 し,きれつ発生試験をおこなった結果,




縮層 には乾燥域が剥離 しようとす る力の反力が存在する。剥離(peelformation)は
膨張力が反力の和 より大きい と発生すると述べている。
Patterson37)・38)・39)およびBoenisch4°)は乾燥域の形成(schalenbildung)がす くわれや





を製作 し,強 さを調べた結果Naによるベ ントナイ トの活性化が有効である。す くわれ
試験鋳型に発生 したす くわれの面積 を横軸に,ベ ン トナイ ト量お よび水分凝縮層の引張
強さを縦軸にとると,ど ちらも横軸が増大するにつれて抵下する曲線 になる。す くわれ
が生 じない点のベ ントナイ ト量および水分凝縮層の引張強さをそれぞれ臨界ベ ントナイ
ト量および臨界水分凝縮層強度 とし,それ以上の値であれば,朱 陥が発生 しない。絞 ら
れについて も横軸 を絞 られの長 さで同様 にあらわ している。1966年には縦軸 に圧縮強さ
横軸に水分凝縮層の引張強さをとったす くわれ線図(scabdiagram)をあらわした。170
例の実験や現場のデータを示 してお り,この図によれば添加剤の種類や量の効果が一 目
でわかる。
Marekら41)はす くわれの発生状況には,a)蒸 発界面の移動速度,b)す くわれを発
生 させる応力の発生速度が関係 していると仮定 した。鋳造プ ロセスでは鋳型底面の場合
台皿の形 をした乾燥域の深 さが増すにつれて,蒸 発界面が広 くな り,この剪断面(蒸 発
界面での弱い方の側 に剪断が発生す るとする)は 底面に対 して しだいに傾 きを増 して く
る。この最大剪断応力のはたらく角度ですべ り一を生 じて皿状に剥離すると考えた。そこ
で水分凝縮層の剪断強度を求めるかわ りに便宜的な方法 として引張強さを求めた。
1黒 田42)は型内を573℃以上 に加熱 されたA層,100--573℃をB層,水分を含んだ層をC
層 として型表面が加熱されたとき,各層の応力関係 を考慮 して最大膨張量のみで,鋳 物
砂 のす くわれ傾向を論ずることは無理であると述べている。
二木43)はす くわれ系欠陥の発生機構を調べるさいに,水 分凝縮層の存在を認め溶湯 と
接 触 した とき型内にで きる水分凝縮層の特性 を知 る必要があるとし,特に水分凝縮層の
ところにき裂の発生を示唆 した。
以上のように,水 分凝縮層の関係するす くわれ発生機構 は,すべ りによって起 る説 と
剥離によって起 る説とがある。決定的なことは言えないまで も,最近では砂粒の膨張の
みがす くわれを発生するのではな く,水分凝縮層はなかで もその引張強度が引金 を引 く
役割 をになっているようである。
2.鋳 型壁移動
今後,鋳 物製品に寸法精度の良い ものが要求されるのは明 らかである。特に素材 とし
ての鋳物はNC工作機械 などで加工 される場合が増す と思われるのでその公差はますま
す厳 しくなることが予想される。
鋳型壁移動については定義 も研究者によってまちまちである。 これまでの研究で体系
的 な ものはBertolinoら44)・45)によるA.F.Sの研究,お よびBoenishら46)・47)・48)・49)・5°)による
研究がある。
研究の方法 として,a)型 ばらし後,鋳 物の寸法を測定 し移動量 を求める方法。これ
はさらに長さを求めるもの と,体積 を求めるものに区別 しうる。b)測 定子を型内に挿










ることが理想である。それには鋳型壁移動の機構 を明らかにし,さ らに溶湯に接す る軟
化層および,水 分凝縮層の性質 を調べ る必要がある。枠の剛性や型砂のスプ リングバ ッ
グ(springback)および熱による軟化 を含めた全体的な問題 としての解決が望 まれる。
3.吹 かれ系欠陥
生型の造型圧は次第に高いものが使用 されるようになってきたが,ベ ン トナイ トもよ












域の厚さとの関係 を調べている。乾燥域の厚 さで発生 した蒸気量を求めることができる
からであろう。型内の蒸気圧 は調べていないが,型 内の温度分布 と型内蒸気圧 との間に
関係のあることを示唆 している。
Dietartら58)・59>はまず,1944年高温通気度 を提 唱 し,次いで1948年鋳型内のガス圧 を
測定 した。水分が増す とガス圧 は急激 に増加 し,水分が9%で は45mmAqになる。添加剤
や鋳型硬度,通 気度などの影響を調べている。特に通気度が高いと型内圧力は急激 に低







これ らの吹かれ系の欠陥の研究は溶湯 を鋳込んで発生する蒸気量 と排出蒸気量との差
によって型内の圧力が決 まるという説が多い。 しか し熱伝達を考えて,蒸気発生量を求




●1-3本 研 究 の基 本 方針
これ まで述べてきたように,水 分凝縮層の研究は本格的に系統だてた研究が未だみ られない。
生型の伝熱解析は境界条件に水分凝縮層の水分率および通気性をとり入れた系で構成されてい
ないため,実 験値 とかな りの開きがあ り,その物理的な意味 も不明確である。
本研究では第1章 で水分凝縮層の従来の研究 を調査 し問題点を整理す る。第2章 では水分凝
縮層の実態を把握 し,さ らに蒸気吹込みに よって実際に水分凝縮層を生成 させ,そ の生成機構
を確認す る。第3章 ではこれまでほとんど考えられなかった,水 分移動の駆動力 となる型内の
蒸気圧分布 と水分凝縮層の移動 との関係 を調べ る。
第2,第3章 にて得 られた結果をもとに,第4章 では生型の伝熱解析を行 う。 まず近似解析




水分凝縮層の研究にとりかかる端緒 として生型に金属溶湯 を鋳込む と型内の水分はどの よう
な挙動 を示すか調査 した。
まず,多 点電気抵抗式水分計を製作 し,その電極 を鋳型内に埋設 し,鋳込み後の鋳型内の各
点における水分率及び温度の変化 を調べた。その結果水分率や温度か ら型内は4つ の領域 と一
つの界面 に分けて考えられ,さ らに生型内の水分の移動について次の仮設が考え られる。
すなわち,水 は蒸発界面にて蒸発 して水蒸気 とな り,飽和域を通過 し,凝縮域にて凝縮 し,
水 となる。このとき潜熱 を放出し,鋳型温度 を上昇 させ る。





飽和域 における水蒸気の移動抵抗 を調べるため通蒸気度試験器を製作 し,各種配合砂の通蒸気
度 を測定 した。
2-1水 分 凝 縮層生 成 の観 察
2・1・1緒 言
従来の研究では鋳型内の温度変化 を観察 し,100℃に停滞す る問に水分凝縮層(厳 密には
飽和域)の 存在期間として種々の現象の説明に利用 して きた。 しか し水分凝縮層は水蒸気の
凝縮 によって発生す ること,お よびこの層が100℃になったということはすでに蒸発が進行
していて,水 分凝縮層は消失する過程 にあるのではないかとも考えられるので温度変化だけ
からの推定では正確 なことは不明であろう。多点電気抵抗式水分計を製作 し,これによって
水分凝縮層 を直接測定 し,その生成や移動 を確認す ることがで きた。
2・1・2多 点電気抵抗式水分計の製作
1.構 成
製作 した水分計は,定 電圧装置,測 定子,記 録計で構成 されている。鋳型中に測定子
を埋め,定 電圧をかけ,突 出した電極間の鋳型の抵抗による電圧降下が記録 される。電
極は6対 とし,各チャンネルは1つ の閉回路 を構成 して互いに干渉 しないようにしてあ
る。電極 としては先端の被覆 を0.5mmほど剥いだ φ1.6mmエナメル線2本 を15mm隔てて一
対 とし,各線の外側 には剛性 を増すために磁製保護管がはめてある。固定板に取付けた
6対の電極は鋳型内に測定子を埋め込んだ場合,鋳 型壁面か ら1,3,5,10mmのとこ
ろにその先端 を位置 させ るように埋め込み,各 位置の温度変化 も同時に記録 した。
2.水分計の諸特性
水分計の特性 は,電極露出部の長 さ,鋳型密度,水 分率および分極作用によって影響
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されると考えられる。
(1)電極の長 さ:電極 のエナメル被覆をはいだ部分が長いと,鋳物砂 との接触が十分で
安定 した値が得 られるが,水 分凝縮層の厚 さを測定するには不正確 となる。 また短か
すぎると,値のばらつ きが大 きい。0.1--2.Ommの範 囲で検討 した結果0.5mmの場合に
値のばらつ きが小 さくて正確であ り適当であった。
(2)鋳型 密 度:電 極 を試片作成 台上の枠の中央 におき試料砂 を30cm上のふるいを通



















(3)水 分 率:図2に 示す ように2
～7%水 分の間は水分率 と水分計の









(4)分極 作 用:直 流式なので電極 における分極作用の影響が考 えられる。前述の よう
な測定子を使 った場合,分 極作用によって示度に多少の変化は見 られるが,水 分凝縮
層が電極部 に到達 したときには,分極作用 をはるかに上回る著 しい変化が認められる
ので,本 実験は分極作用を無視 した。





























図4シ リコニ ッ ト炉(ば く熱 用)
図5ば く熱実験装置
程度で本研究には じゅうぶん役立つ ことを確認 した。
2・1・3実 験方法
試料砂 は山陰産けい砂(黒井)5号に群馬県産ベ ントナイト6%を加えて空びき2minの後,
目標水分2,4,6%と なるように水 を加えて5min混練 して調製 した。
試片は,内 径φ100×H90mmの鋼 管内に見分け密度1.5kg/cm'になるようつき固めた もので
試片裏側か ら前記の測定子を埋め込んである。ばく熱用シ リコニ ット炉は上下に二分され,
上部にはシリコニ ット発熱体が埋め込 まれてあって固定され,下 部 にレールに乗って左右に
動 くようになってお りr試片の受台を兼ねている。試片はシリコニ ット炉内で1,000--1,200




従来の熱電対 を用いて鋳型の温度変化 を測定 し,それによって水分凝縮層の存在を調
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図6鋳 込み方案および試験鋳型
べた結果 と本水分計によって調べた結果 との比較 を示す。図7は ベ ントナイ ト6%,水
分4%(6B4Mと 呼ぶ)試 片の表面か ら5皿内部の点の温度 と水分を同時に計測 した
結果である。
a点でば く熱 を開始するとab間 は試料砂の水分率そのままを表わしている。これを



















増期 と呼ぶ と同様に飽和期cd,漸 減期deを 経 て,乾燥期に入る。一方測定点の温度
は時間の経過 とともに上昇するが,水 分の飽和期は温度の飽和期 と比較 して短 い。同図













図8鋳 込み とば く熱 による水分率の変化(6B4M)
図8に は,ば く熱 および鋳込み実験において水分計の6個 の電極(試 片表面から1,
3,5,10,15,20mm)による鋳型内の水分率の変化状態が示 されている。ば く熱試験
片について説明すると,電極の位置がば く熱面か ら隔たるにつれて初期水分期は長時間
とな り,また,そ れに続 く水分漸増期 をはじめ とする各期は遅れると同時に長時間とな
っている。 また水分漸増期の立ち上 りはゆるやかであるが,こ れはばく熱面 より測定点
までの砂厚が大 きくなるにつれ熱衝撃が小さくなることによるものである。飽和期の水
分率は鋳型面か ら隔たるほど高いが,あ る隔たり(20mm以上)で はほぼ一定 となるよう
である。
鋳込みによって得 られた曲線はこれまで述べてきたばく熱試験片のそれによく似てい
るが,初 期水分期の時間も比較的短 く,飽和期 もば く熱面近 くで一定 となる。
以上のことか ら水分凝縮層の移動状況をあらわす と図9の ようになる。図9(a)では時
間的な変化 をとったが,図9(b)は縦軸 を界面からの距離で示す。
各層の水分および温度は次のようである。
(1)乾 燥 域:水 分はなく温度は100℃以上の範囲。
(2)飽 和 域:水 分は飽和水分率,温 度は100℃付近で一定。




















(4)初期水分域:水 分は初期水分率,温 度は室温で未だ鋳物からの熱に影響 されない範
囲。
2.ば く熱による水分凝縮層の移動状況
鋳型内のある点の水分率は,時 間に関して,三 つのクニ ックと水分消失の合計四つの
顕著な変化点を示す。つまり試片の水分率変化 に及ぼす諸条件の影響 を調べる段階では















図10水 分凝縮層 の移動(ば く熱温度 の影 響)
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ば く熱実験では,ば く熱温度,鋳 型の水分率,鋳 型砂の粒度を変化させた。
(1)ばく熱温度の影響
6B4M試 片を1,000,1,100,1,200℃にば く熱 した結果を図10に示す。熱源か ら
の供給熱量が少ないので明確 な結果 を得に くかったが,ば く熱温度が高 くなるにつれ
て,水 分凝縮層の発生ならびに消失は早期に起こることがわかる。ことに試片表面層
部で,両 現象が,ば く熱後数secに完了す ることは興味深い。
(2)水分率の影響






































出るのではないか と予想されたが,水 分率にかかわらず試片の表面下約15mmあた りに
水分凝縮層が発生 してお り,水分率が高 くなれば,水分凝縮層の幅は広 くなる。
(3)粒度の影響
粒度変化の影響 をみるためコニカルけい砂4,5,6号 を用いて6B4M試 料砂 を




以上,鋳 物砂を構成する主要因および加熱条件 を変化させてば く熱による水分凝縮層
の移動状況を見てきた。これ ら3種類のばく熱実験で,水 身凝縮層生成に及ぼすばく熱










どb曲線,f曲 線は右寄 りで,水 分凝縮層は長時間存在 した。いいかえれば高水分率
の試料 ほど水分凝縮層の移動速度はおそい。鋳込み完了時(鋳 込み時間約10sec)に



















粒度についてもば く熱実験 と同様 に,コ ニカルけい砂の4,5,6号 を使用 した。
















4.ば く熱実験 と鋳込み実験 との関連
ばく熱実験では水分率および粒度の影響が認められにくかったが,鋳 込み実験では明
らかに認められた。これは両実験 における熱伝達に違いのあることはもちろんであるが,
水蒸気の移動の差を第一に考えな くてはな らない。ば く熱実験では水蒸気は試片表面お
よび試片内部の両方に移動 しうるのに対 し,鋳込み時には,水蒸気の溶湯方向(試 片表
面方向)へ の逸出は極めて少ない。すなわち発生水蒸気はすべて試片内部 を通過す るの
で,ば く熱試片では得 られなかった因子の影響 も認められる。
2・1・5結 言
多点電気抵抗式水分計を製作 し,ば く熱試片お よび鋳込み試験用鋳型にその測定子を埋設
して,鋳 型内の水分率変化 を追跡 した結果,鋳 型内における水分凝縮層の移動 を確認す るこ
とができた。得られた結果 をまとめると次のようになる。
1.水分計 により,水分凝縮層の存在およびその移動 を明確に確認 しうる。
2.水分計 により認められた鋳型内の水分分布状況は,従 来か ら用いられてきた温度の変
化か ら推定する方法に比べ,よ り明確に区別す ることがで きる。
3.ば く熱実験 と鋳込み実験では,水 分凝縮層の表われ方に差異があ り,冰蒸気逸出方法
の違いからと考えられる。
4.発生 した水分凝縮層は時間が経過す るにつれて鋳型内部へ移動する。この層は鋳型内
部 にゆ くほど厚 くなり,移動速度は遅 くなる。
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2-2蒸 気 吹込 み によ る水 分凝 縮層 の生成 とその通 気 性
2・2・1緒 言
前項 において,水 分凝縮層が存在 している鋳型内の水分 と温度の関係について明 らかにす




気 を試片内に通 した場合の水蒸気の移動過程を蒸気圧,水 分率および温度の変化 とともに調
べ ることとした。すなわち,移 動の推進要因と考えられる流入蒸気圧 と抵抗要因 となる型砂
の配合およびつき固め度 を変え,こ れらの関係 を明らかにした。
次いで後半では鋳型内における水蒸気の移動抵抗(透 過度)が 求められるべ きで,そ れに
よって流入蒸気圧に相 当する乾燥域の水蒸気圧が決 まるはずであると考え,Darcyの法則を
用いて水分凝縮層内での水蒸気の移動抵抗である通蒸気度 を求めた。




も高温であるとの考え方に基づ き,高温試片内に空気を通 して求める高温通気度 も採用され
ている。




しか も水蒸気は凝縮域で凝縮 して しまい,そ の外へは逃げない,つ まり,も し鋳込みにさ




試料砂 としては,山 陰産けい砂6号 に群馬県産ベ ントナイ ト6%お よび水分4%を 配合
して調製 した ものを基本砂 とし,水分率(2～6%),ベ ン トナイ ト量(3～9%),砂 の
粒度,つ き固め回数 を変化させて,種 々の試片を作成 した。
蒸気通過試験器を図15に示す。 これは蒸気発生器(シ ーズヒータ600W付き)の上部に,
耐熱プラスチ ック試片筒内に保持 された試片(φ50×H50)をとりつけたものである。蒸
気発生器で発生 した蒸気 は,定圧装置によって所定圧力とされ,試 片筒内へ流入する。流
入蒸気圧力(鋳 型内水蒸気圧 力に相 当,50m皿Aqを標準 とした。)はマノメータにより測定
される。試片のつ き固め面を上面 として,蒸 気は試片内を下か ら上へと流れる。試片には,



































































































































を加 えて流入 し始めると,飽和域 となった流入面に近 い部分か ら順次に圧力が上昇を始
め る。空気 と水蒸気では,こ の点に大 きな違いが認められる。っまり,水蒸気が試片内
に流入する場合,試 片がすべて飽和域 となっていない限 り,その水蒸気は試片内で凝縮
し,外部へは流出 しない。
このことは,試 片の端面から水蒸気が流出 しは じめた ときに,試片全体が100℃になっ
ていることでわかる。つ き固め面か ら水蒸気が出始めると,そ の時点か ら水蒸気の動 き
は空気 と同様で,圧 力は両対数に とると直線である。
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図18において,蒸 気圧曲線の傾斜 は時間の経過につれてゆるやかにな り,ついには空
気のそれにほぼ平行となることは,こ のへんの事情をよく物語るものである。
定常状態での圧力と界面からの距離 との関係 を最小二乗法によって直線回帰を求める







埋め込み,水 蒸気を通 して試片内の水分率の変化 を求め,飽 和域の移動を観察 した。 し

























法が正 しいことを裏書 きしている。耐熱樹脂製 試験 筒を耐熱ガ ラス製の ものに替え,
試料にベンガラを少々加えて同様に蒸気を通ぜば飽和域は濃い赤褐色 となって,そ の存
在および移動を肉眼で確かめることがで きる。
飽和域の移動速度 とは飽和域が試片内の所定2点 問を通過 した とき,そ の2点 間の距
離 を経過時間で除 した値である。ここで所定の2点 とは,蒸 気流入面か ら15mmおよび35
mmの点であ り,求めた値は試片のほぼ中央部における飽和域の移動速度である。
図20は,ベン トナイ トを6%に 一定 し,水分率 を変化 させ て,移動速度を求めたもの
である。水分率が増すにつれて,移 動速度は小さくなっている。
図21は,水分 を4%に 保ち,ベ ン トナイ ト量を変化 させた結果である。ベ ントナイ ト
量 を増せば,移 動速度はおそ くなる。




























ベン トナ イ ト量,%
































以上,試 片の水分率,ベ ン トナイ ト量,密 度(つ き固め回数)を 変化 させた場合につ
いて,飽和域の移動状態を示 したが,通 気度は移動速度に関連する要因と考えられるの
で,さ きの図20および図21の例について通気度 を測定 し,それと移動速度に関 してまと
めると図23となる。ベ ントナイ ト量は,通 気度変化因子 として働 き,飽和域での蒸気通
過の難易を左右するであろう。水分は試片の通気度変化因子としてばか りでな く,ベ ン
トナイ トと水分の比熱の差からの影響 を示す ようである。
水分率,ベ ン トナイ ト量,密 度,通 気度をとりあげて,こ れら凝縮域の移動速度すな
わち飽和域の移動速度 との関係を調べ,各 因子の作用に違いのあることがわかった。
(5)水分凝縮層の水分率
水分凝縮層の水分率を実測するには,多 くの困難が ともなう,試作 した電気抵抗式水
分計は,時 間的な水分率変化状況を追跡する場合 にきわめて便利であるが,厳 密にいう








見えて試料表面が乾燥 し,色 も変わる。 し




















図24初 期水分率 と飽和水分率 との関係
る厚 さにわたって初期水分域に分布す ると考え られ る。
飽和域の水分率は
m=M十{M・Cpw十(1‐M)・Cps・(Bioo‐Bo)/1一 (2.2.3)




水分凝縮層の生成実験 にて求めた飽和域の移動速度では,そ れぞれの因子がどの ように
移動速度に影響を与 えるか,相 対的にしかわからず,水 分凝縮層の移動抵抗 を知ることに
はならない。蒸発域で蒸発 した水蒸気がすべて飽和域をとうり,凝縮域で完全に凝縮す る
ならば,飽 和域の水蒸気透過度で与えられる。
具体的に通蒸気度 を求める場合,試 片内に飽和域をつ くらなければならないが,そ れに
は,初期水分の試片に水蒸気を流入凝縮 させ,凝 縮水分で飽和 した凝縮試片を用いる。 と
ころが通蒸気度 を求めるには,試 片の状態を不変に保って,水 蒸気を通過 させな くてはな
らない。
Marek1)sz)は凝縮試 片に空気 を通 して通気度試験 をおこなっているが,試 験 中に試片
が乾燥 するので,こ の方法 によって得 られた通気度は信頼をおき難い。 さらに彼は鋳込
み後,あ る時間経過 した後の型内のガス圧 と,乾燥域内ですでに蒸発 した水分 を気体に換
算 した量 とから,通蒸気度を求めているが,物 理的な意味をもった通蒸気度ではあり得な
い 。
透過法 によ り,通蒸気度を求め るためには,飽和域を温存 させつっ,100℃の水蒸気 を










片,冷 却管,マ ノメータ,蒸 気輸送パイプ,試 片筒保温パイプ,保 温用チューブ,保 温用
蒸気発生器か ら構成されている。耐熱パイプ(試 片筒)の まわ りをはじめ,蒸 気輸送パイ
プ も100℃に近い蒸気で保温 し,通過水蒸気の冷却による液化防止に努めた。
試片筒を図26に示す。内径50mmの耐熱 ビニールパ イプで半割 りできるようになっている。
図25通 蒸気度試験器
ビ ー カ






試片筒の2つ のパイプをね じ止め した状態で,そ の 中に標準試片を作成 し,ネ ジをゆるめ
2つのパイプの問で試片を切断すると25mm高さの試片 となる。その半分を抜 き取 り,試片
保持バ ネを密着 してのち再び2つ のパイプ をネジ止め して試験に供する。試片の薄い方が
通過域 は速 く形成 され,得 られた値のば らつきも少な く,水蒸気の通過が困難な試片で も
凝縮試片が製作可能である。
3.測定方法
試片筒を保温パイプのアダプターに差 し込み,上 部にゴム栓 をし,保温用蒸気 を送 り,
同時に一定の蒸気圧の水蒸気を試片に通す。冷却管下部か ら水滴が滴下 しはじめた時に,
試片全体 に飽和域が形成されたものと判断 して,水 蒸気発生量 を所定値 に保った。その場
合,一 定時間(2min)内に冷却管 より滴下する水分 をもって試片を通過 した水蒸気量と
した。 それを100℃,1気圧の水蒸気に換算 して通過水蒸気の平均流量(cc/min)を求め
た。通過流量にバ ラッキが生 じることがわかったので,予 備実験 として水蒸気送 り込みに
あたっては通蒸気度実験のように2,000ccを通過 させ るだけでなく,送 り込む水蒸気の流
量を小～大の数段階に分けて通 し,各々の場合の圧力差を計測 して,各 流量に対す る通蒸
気度 を求め平均値 をもって通蒸気度とした。
圧力差 はスライダック電圧制御の後,1分 経過 したときのマノメータの水柱圧(皿mAq/










圧 にお け る水 蒸気の比容積1,760ac
/gを乗 じて容積 に換算す る)
μ:粘性比u・ 螂4μ 衄=0・707




4.実 験 結果 お よび考察
通気度 と通蒸気度 を比較 す るためには,
この通 蒸気度試験器 の特 性 を調べ るこ と,
そ して 通過媒 体の粘性 について検 討をお
こな う ことが必要 であ る。
図27通 蒸気度補正装置
まず,通 蒸気度試験器の特性を調べ るための本装置に図27に示す ようなタンクをつけ,
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表1JIS通 気度 と試作装置 との比較













































気 を用いるにもかかわ らず,粘 陛係
数 を1と しているためである。通気
度 と通蒸気度の比較のためにはこの






































配 合 試 片重量(g) 通蒸気度 通 気 度
6B4M 148 ユ78 250
6B6M 152 121 212
6B8M 155 101 192
6BIOM 157 62 146
., 147 188 236
8B6M 150 135 217
.. 157 112 192
8B10M 157 48 148
9B4M 147 171 223
9B6M 150 145 206
.. 157 102 178
9B10M 160 42 140
えって高い値 を示すはずである。 ところが凝縮水により過飽和 となった粘土ペース トは砂粒
表面 を流下 し,砂粒接合部に集まり,空隙をうめる。さらに,小 さな空隙は完全に閉ざされ
てしまうことも考えられる。以上のことから,同一初期水分率においては,通蒸気度は通気
隻に比べて低い値 を示す。
第三に生型試片 と凝縮試片 とに密度の差がない場合,通 気度 と通蒸気度には大 きな差が生

















図33初 期水分率 と通気度 ・通蒸気度の関係
す影響は考えなくてもよい。)
通蒸気度を定義 し実験 をおこなった結果,水 分率を基準に して従来の通気度 と比較 したと
き,両者の間にはあまり差がないことが確認 された。本項において述べた通蒸気度の定義は
は じめに意義づけしたような意味 をもつが,実 際の取扱いについては,・従来の通気度試験法
でまにあう。 しか し通蒸気度の応用については通気度 とは異な り,乾燥域 と飽和域の問に発




蒸気発生器から標準試片に水蒸気を流入させ て,水分凝縮層 を発生させ,そ の移動状況を
明らかにすることができた。
室温の試片に100℃の水蒸気が流入 し始めると,水蒸気は凝縮 して,水分凝縮層 をつ くる。
この水分凝縮層では100℃に昇温す るまで水分の増加が続 くが,100℃になると,そ の部分へ
来た水蒸気 を通過させるだけになる。 こうして,試 片のさらに奥の部分に凝縮が移 る。
一方,蒸気流入の推進力となる蒸気圧 は,試 片内に入ると指数関数にしたがって抵下 し,
飽和域 を過 ぎれば零となる。これは流入蒸気圧の高いほど飽和域の移動速度が速いことと同
意義である。
水分率やベ ン トナイ ト量はいずれも増加すれば飽和域の移動速度 を小 さくするが,両 者で
は作用の機構が異なる。
また,上 のような考え方に立脚 して飽和域の水分率を求める式をたて,計 算値 と実験値 と
を比較 したどころ,良 く一致 した。
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蒸気の移動抵抗 として通蒸気度を提唱 した。従来か ら考えられていた,通気度および高温
通気度に加えて,通 蒸気度の測定原理を明らかにし,試作 した通蒸気度試験器の特性 を調べ
た上で通蒸気度を求めた結果次の点が明らか となった。'
1.空気 と水蒸気の粘性比 を用いて通気度 と通蒸気度との比較 をおこなった。
2.同一配合砂では通蒸気度の方が抵い値 を示す。





水分凝縮層の発生 ・移動状況か ら凝縮域内にはある程度の圧力勾配が存在 しなければならな
い。そこで,鋳 型内での圧力について考えてゆかねばならないが,前 章ではこのことを予想 し
て,水 蒸気の逸出抵抗である通蒸気度を提唱 した。
本章では蒸発界面における水蒸気の発生や通蒸気度を手がか りとして,型 内の水蒸気圧分布
と水分凝縮層の移動との関係 を明 らかにし,ガ ス逸出挙動について考察を加えた。
従来か ら鋳型内のガス逸出については多 くの研究がなされているが,そ の多 くは鋳物内に発
生する気泡やピンポール との関係 を求めるものであった。
Marekl°)は水分凝縮層 と水蒸気圧との関係 を求めているが,吹 かれとの関係が主である。
Hoffmann'1)は型内水蒸気逸出の難易によって温度分布が異なることを示 し,型内での圧力の
存在を示唆 した。
Draper12)は,過熱蒸気 を生型試片に送 り込み,水分凝縮層を発生させその挙動 を調べている。
定圧装置によって過熱蒸気 を試片内に送 り込み水分凝縮層を発生 させ水分凝縮層内に圧力の存
在 を示唆 している。
斉藤18)らは水分凝縮層 を蒸気通過域 と呼び,圧 力勾配があるはずと述べている。試片に水蒸








図34実 験装置 図35測 定 子
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3-2実 験 方法
実験装置は図34に示す ように試験鋳型,型 の温度および圧力の測定子,ガ ス圧計(直 流増巾
器),および記録計から構成 されている。
1.測 定 子
測定子は図35に示す ように基板,ガ ス受圧パ イプおよび熱電対から構成されている。基
板 にはべ一クライ ト板 を使用 し,多数の孔 をあけ,鋳 型からのガス逸出抵抗を除いた。ガ





島根県産6号 けい砂に群馬県産ベ ントナイトを添加 した。砂調製はシンプソンタイプの実
















































図37に示す ように鋳込み直後 ピークAが あらわれるが,こ れは次のように発生 した もの
と考えられる。注湯時に,鋳 型表面は,き わめて高温にさらされるため,鋳 型界面近 くの
水分が瞬間的に気化 し,過熱蒸気となることによるものであろう。加えて,鋳 型空間内の
空気 も膨張 し,双方の気体が混合 して,急 激に型内外に排出される。このような理由から,
小 ピークが感知 されたものであろう。 この ピークは,ア ル ミニウム鋳込みよりも鋳鉄の方





め,ピ ッチを2%添 加 してガスの逸出挙動の差異を比較 した。 ピッチを添加すると鋳込み
時に発生す る小 ピークが無添加の ものに比べると大 きいが,温 度が100℃になってか ら上
昇する圧力には差がほとんどみられなかった。鋳込み時に発生する小 ピークは過熱蒸気や
ピッチか ら発生 した,非 凝縮性ガスによる圧力であり,その後,飽 和域に達 してから上昇
する圧力は水蒸気圧によるもの とみなす。
3・3・2型 内の圧力分布





合は,上 型 と下型の間や,上 型のライニ ングはす ぐに乾燥するため通気性が良 くなるので、上
型をとうして水蒸気が散逸す るものと思われる。そのため圧力の測定値 にバラツキがみられたも
のと考えられる。他方,鋳 型(B)にすると上記の ようなことはみ られないため,型 内の圧力は
鋳型(A)に比較 して高い値 を示 している。鋳型(B)の方案は特殊な型をしているように見える
が,一般の鋳型では砂つ きが厚 くて,見切 り線や上型をとうして,水蒸気は逃げないはずである
から,む しろ普通の鋳型 と同 じくらいの圧力を示 しているもの と考 えられ,以 後の実験は鋳型
(B)を用いた。
図37において,鋳 型(A)と鋳型(B)の場合 を比較すると圧力の高さが異なるだけでな く,温
度が100℃に到達する点および100℃以上に上昇 を開始す る点も異 つている。すなわち,水 分凝
縮層の移動状況が異っている。型内の水蒸気圧が高い方が水分凝縮層の移動速度 も速 くなって
く
いる。このように同 じ条件の鋳型であって も,方案が異なることによって,水 分凝縮層の移動
に違いが あることは興味のある問題である。
鋳型(B)では230sec付近で水蒸気圧が最大値 を示 し,以後減少 しているが,こ の とき鋼管
(鋳枠)底部か ら水蒸気の逸出がみられた。
図38では,上図が型内温度 と水蒸気圧曲線,下 図では温度曲線か ら水分凝縮層の移動状況が
わかるように,初期水分域,飽 和域そ して乾燥域に区分 したものである。鋳込み後250sec経過
した点においては,乾燥域/飽和域 の境界 は界面 より10mmと15mmの問に位置 している。 この時

























図38鋳 込み後の温度,水 蒸気圧の変化 と飽和域の分布状況




また,飽 和域/凝縮域界面が鋳型端面,す なわち,界 面より60mmの点に到達す る時刻,注
湯開始後240secにおいて,水 蒸気圧減少の傾向がみられた。 この時刻前後において,水 蒸気
は鋳型端面から型外へ と逸出を開始するが,こ のことは,飽 和域が水蒸気の通過域であるこ
とを示 している。鋳型端面付近が,初 期水分域,凝 縮域である間は水蒸気の型外逸出は起 ら
ず,鋳 型端面が,飽 和域 に達 してか ら水蒸気の型外逸 出が起 り始める。 したがって,生 型内




型内のガス圧分布 を明らかに して きたが,こ こでは背圧,す なわち乾燥域の圧力におよぼ
す飽和域の厚さの影響 について考 える。飽和域は厚 さを増 しつつ型の内部に移動 してゆく
ので,水 蒸気の移動抵抗は時間の経過 とともに増 し続けると推察できる。これ までは半無限
平面鋳型を想定してきたが,こ こでは鋳型厚さがある有限の長さであるとす る。水分凝縮層
が鋳型の外側 に移動 し,その飽和域端が鋳型壁外面 まで移動 して くると,その ときか ら水分
凝縮層の厚 さは薄 くなり始める。乾燥域内で上昇 しつづ ける水蒸気圧 もこの時点を最大値 と
して降下 しは じめる。
水分凝縮層を流れる水蒸気は非定常流であるが,流 速 も、あまり大きくなく,そ の変化 も小
さいので,Darcyの法則がなりたっものと仮定 して,乾 燥域の圧 力である最大 蒸気圧 を求









































図40水 蒸気圧 の測定値 と計算値
生型内の水蒸気圧分布およびその変化 を




3.Darcyの法則がなりたっものとして,水 分凝縮層の厚 さか ら乾燥域の水蒸気圧 を求めた
ところ,実 験値 と良 く一致 した。
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従来の解析15),16)'17)'18)'による研究はいずれ も水分凝縮層の性質やその発生機構 を良 く理解せず
に境界条件 を設定 しているため満足のゆく解が得 られていない。それ故 にこれ らの研究も計算
結果 と実験結果の比較 をしているものの精度についての考察は全 くみあた らない。
本章では生型内各層の性質を再確認 した うえで,飽 和域から乾燥域に変わる境界条件及び初
期水分域か ら飽和域に変れる境界条件 を設定 した。次いで生型内各域の伝熱方程式の解 を求め
た。
しかし解析では凝縮域にておこなわれている凝縮 と伝導をみかけの温度拡散率 として表 わす
しかな く,限界がある。
そこでこの点についての物理的意味をより明確 にするため数値解析をおこなった。同時に円
筒鋳型や中子などを想定 して界面形状を変え,計 算結果 と実験結果を比較 した。
4-1近 似解 析
4・1・1緒 言
鋳込み後 における温度,水 分,蒸 気圧 の分布および水分凝縮層の水分率がこれまで実験的
に明らかにされた。 これ ら鋳型の状態を表わす変量は相互 にある関係 を保 ちなが ら鋳物から
の熱を吸収 し,水分凝縮層が型内部に移動 してゆ くことが判明 した。
前章 までの実験結果をもとに,本 節では生型熱伝達の解析 をおこなう。
4・1・2条 件設定
解析 を行う前に,前 章までに明らかになった鋳型の状態をまとめ,そ して条件の設定 を行
う。
ここで考える鋳型は半無限平面鋳型 とし,界面温度 は一定 とする。
1.乾 燥 域
鋳物/鋳型界面 と飽和域までの間が乾燥域である。温度は界面温度か ら飽和域 の100℃ま
での範 囲で水分 は零である。水蒸気圧は型内で は最 も高 く,5,6mmAqから40,50π㎜Aq
である。ここでは熱伝 達はみかけの熱伝導 とみなす。界面付近は高温になり放射熱によ
る影響 も考えられるが,こ こでは熱伝導率 は一定 とする。
2.飽 和 域
温度 はほぼ100℃で,水分 はこの範囲が最 も高 く,その水分率は初期水分率 と鋳型の初
期温度によって決まる。蒸発域にて発生 した水蒸気がこの飽和域の空隙を流れることにょ
って熱伝達 をおこなっている。そのためここには蒸気圧の圧力勾配がある。普通の鋳型で
あれば,飽 和水分率になって も,水蒸気が移動 しうる空隙は充分ある。
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3.凝 縮 域
初期温度か ら飽和域 までの範囲が凝縮域で飽和域を通過 してきた水蒸気がここで凝縮 し,
水分 と温度が上昇 しているところである。水蒸気圧 はほとんど零に近 い。
4.初期水分域




分率 からほとん ど零に変化 している。凝縮域 と比較 してここは幅が狭いので,面 として考
える。
これ までの実験結果 をまとめ ると,鋳込み後の生型内は4つ の領域 と1つの界面 に分けう



















一 方,dxだ け乾燥 に要す る熱量 は
L・p・m・dx・A





これ が 飽 和 域 か ら乾 燥 域 に変 わ る境 界 条件 で あ る。 この式(4・1・3)は また
Neumamの 相 の変化 の条件 であ る。
2。初期水 分域か ら飽和域 に変 わ る境 界条件
乾 燥域 の水 分 はすべ て蒸発 して鋳型 内部 に移動 し,飽 和域 を形 成す る と考 え ると,図42





XZはある時 刻tに お ける境界面 か ら飽和域 と初期水分 域 との境 界 までの距離 であ る。
X2,X、と同様,時 間の平 方根 に比例 す るはずであ るか ら。
XZ=C2,,/モー ..(4・1・6)
とお け る。式(4・1・5)と 式(4・1・6)か ら
CZ-mmM・(4 ,…7)
C、お よびCZは,乾燥域の水分量にだけ着目して水分凝縮層の厚 さを求めた り,境界条
件 として表わすために導入 した定数であるが,凝 縮域の成因から考えて,Czには水分量
だけでなく,飽和域 における水蒸気の
通過 しやすさ,つ まり,通蒸気度に関



















































x=0の と き,6=洗 (4・1・9)
飽和域は100℃であるか ら




次 に乾燥域 におけ る伝熱 の方程式 は
ateae=K
aXZat
λ 乾燥域 の温度拡散 率醒/secである。ただ し,K=c ・p






















x=£2の と き θ=100尼2=C2V厂t(4・1・19)-
t=oの と き θ=θo(4・1・20)
熱 伝 達 方 程 式 は
ae _a2e(4・i・zi>
at‐kaX2
kは 凝 縮 域 の 温 度 拡 散 率CIII?/sec
一 般 に 上 式 の 解 は
/x(41 ・22)B=A+B・erfcl
2k・t
で 表 さ れ る 。 初 期 条 件 お よ び 境 界 条 件 か らA,Bを 求 め 整 理 す る と,
・-Bo+er諤 竊 ・・f・(,Xk・t)(・ …23)
これ が,凝 縮 域 の温 度分 布 を示す もので あ り,θ<100℃の範 囲で有効 であ る。
以上 で,生 型 の温 度分 布 を解析 的 に求 め ることがで きた。境 界温度,鋳 型初期温 度,乾
燥域 の温度拡散 率,凝 縮 域 の温度 拡散 率 の値 が必要で あ る。
4・1・5蒸 発 定数
式(4・1・11)お よび 式(4・1・14)の 蒸発定数C、は実験結果 か ら求め ること もで き
るが,式(4・1・3)の 境界条件 を用 いて解析的 に求め るこ ともで きる。
式(4・1・3)の 左 辺 に式(4・1・14)をxに て微分 して入れ る と,
・・一・aeaX(4°1°24)
e。,詑織)・ 暑 羨(・ …25)
ただ しb=λ ・C,・P
























































蒸発定数が大 きくなることは,あ る点まで乾燥する時間が少ないことを示 している。上の

























配 合 蒸 発 定 数 、cm・sec-_


























試料砂 は,山 陰産5号 けい砂に,群 馬産ベントナイ トを6%加 え,か らびき2min,混
練〔5minして調製 した。
鋳込み実験における方案お よび試験鋳型を図50および図51に示す。熱電対 を鋳型内に埋
設するにあたっては,測 定子が界面か らの熱流 を妨げないように心がけた。すなわち,べ
'1
図50鋳 造方案お よび試験鋳型(鋳 鉄) 図51試 験鋳型(ア ル ミニウム)
一クライ ト基板 に直角にたてた熱電対保護用磁製管が熱流に平行になるようつ とめた。な
お,熱 電対の間隔は5皿皿とした。
鋳込み温度を鋳鉄では1,350℃,アル ミニウムでは680℃とした結果,界 面温度はそれぞ
れ1,023℃と617℃となった。通蒸気度は第2章 にて述べた ものを使用 した。
2.解析 による解 と実験結果
解析解に用いる熱的性質は,文 献を
参考に しながら表4の ような値 を選ん
だ。図52は蒸発界面 と凝縮界面の実験
値 と解析的に得た結果の代表例である。
実験値 と解析解 との一致がみ られなか
った理 由は,次 のように考えられ る。
(1)鋳込み直後の水蒸気の挙動が明ら
表4計 算に用いた熱物性値
記号 名 称 物 性 値
Cps 砂の比熱 0,23cal/g
P 鋳型密度 1.5g/cm'
















鋳 込 み 後 の 時 間,sec
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図52蒸発線と凝縮線の計算値と実験値
かになっていない。鋳込み と同時に,溶 湯にごく近い鋳型表面では水分が急熱 され,過




(3)凝縮界面については,凝縮の進行の源 となる飽和域内の蒸気圧 について,こ こでは考
慮 されていない。
図53は鋳鉄を鋳込んだ ときの図54はアル ミニウムを鋳込んだ ときの乾燥域の温度分布 を
示 した ものである。図55はアル ミニウムを鋳込んだ場合の温度分布の距離的な変化 を表わ
した ものである。生型における乾燥域の温度分布を求めるとき水分凝縮層な どは無視 して,
見か けの熱伝導率から温度分布 を求めることがで きよう。このようにして求めた解 と式(4
・1・14)による解および実験値 を併記 して比較 した。これら図53-一図55において,式(4
・1・14)による値 は実験値 と必らず しも一致 しなかったが,変化傾向はほぼ同一である。
この ことは,式(4・1・14)の 考え方が正当であることを意味す るとみて よいが,う ま
く一致 しなかった点について検討する必要がある。
実験値 では400～600℃の間が低 くなっていることが共通にみられる。これは,鋳 型の熱
伝導率が400～600℃の間でかな り低いためである。実際に,実験値か ら得 られた値 を用い
て蒸発定数C、を計算すると,100℃付近 は もっと近似が良 くなるもの と思われる。図56は
初期水分を変化 させて温度分布 を求めたもので,計 算値お よび実験値 ともに,水 分率が多
いと,100℃以上 に昇温を開始するまでに時間がかか り,その後 も温度が低 いことがわか








図55乾 燥域の温度分布(ア ル ミニウム)
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(1)溶湯/鋳 型界面近 くの水蒸気は,一部鋳型空間に逸出 しているようであり,必 らず し
も鋳型全体にわたって蒸発定数C、が一定 してはいない。
(2)鋳型の比熱や熱伝導率の値が温度によってかな り変っているが,こ こでは一定 とした。
(3)鋳型密度が水分率によって異なるにもかかわ らず,そ の変化を温度拡散率や蒸発定数
の中にとり込 まなかった。
④ 溶湯/鋳 型界面温度を鋳込みから凝固開始間は一定 としたが,鋳 込み時には溶湯温度































いに気付 くが,こ れについては後 に述
べ る。



















ム鋳込みを想定 して計算 した温度分布である。図62の実験値 と比べ ると,かな り異ってい



















































相違 した もの と思われる。
4・1・7結 言
これまでに明 らか となった水分凝縮層の諸性質 を利用 し生型内の温度分布を解析的に求め
た。結果 をまとめると次の ようである。
1.初期水分率 と飽和水分率 との関係か ら,水分凝縮層の厚 さを求めることができた。








4-1で は凝縮域における温度分布 を求めるとき,みかけの熱伝導率を使用 して計算 した。







さらに,鋳 物/鋳 型界面形状 遡












シ ミュレーション ・モデル として,次 の ような仮定をおいた。
(1)鋳物/鋳 型界面温度は一定 とする。計算には実験値を用いた。
(2)鋳型密度 は均一 とする。
(3)熱物性質 は,温度あるいは鋳型密度によらず一定 とする。(温 度および鋳型密度の影
響 を考慮 して計算することは必要であるが,現 在,信 頼できる砂型の熱物性値のデータ
がないためここでは簡単化のため一定 とした。)
(4)乾燥域 における熱移動は,熱伝導だけによるもの とし,飽和域の温度 は100℃一定 と
す る。
(5)鋳込みと同時に界面近傍に差分の最小 きざみ巾の飽和域ができると仮定 し,初期飽和
域 とそのときの温度分布を質量収支,エ ネル ギー収支 を考慮 して与える。
⑥ 蒸発は蒸発界面のみでおこり,蒸発 した水分 は,す べて鋳型内に移動 して,水 分量は
保存 されるとす る。
(7)蒸発界面で発生 した蒸気はす ぐに飽和域 を通過 して,凝 縮界面 に達するとする。
(8)凝縮域での蒸気の温度は,潜熱 を放出すると砂粒の温度 と共に減少する。その とき,





以上 の仮定 を基 に次 の基 礎式 を導 いた。
(1)乾燥 域の温度分布
一次 元の伝熱 問題 とす る と,時 刻t=p・dt,距 離x=n・dx(ま たはr=ndr)にお け
る階差 式64)を平面 と曲率 を もつ場合 につ いて示 す と次の ようにな る。 ただ し本章 に 限っ






(2)飽和域 と乾 燥域の境 界条件
先 に述 べた ように飽和域 の水分量 は
m=M+{M・Cw十(1-M)・Cp}・(Tloo-To)/L
そして境界条件を示すと














図64に凝縮域 を模式図的に示 した。入力としての蒸気量Wが,凝 縮域の差分の1ブ ロ









式(4・2・7)は,熱 伝 導 に よる熱 収支 を考慮 して お り,左 辺第一項 は熱 伝導 に よ
って入 って くる熱量,第 二項 は出てい く熱量,第 三項 は凝縮 す るこ とに よって放 出 され
る潜 熱量 でその総和 が凝縮 域の温度 をdT変 化 させ る。式(4・2・7)よ り∠Tを 求 め
る と式(4・2・8)と な る。
次 に水 蒸気 の凝縮 量 を考 える。水蒸気が砂粒 中 を図65で示す ように流 れ砂粒 と蒸気の
熱 交換 に よって凝縮 量が きま るとす る。断面積 が1,巾 がdxの 体積 要素 中での凝縮 量
∠Wは 水 蒸気 と砂粒 との間の熱伝達 率h,水 蒸気 と砂 粒 の温度差dTss,さ らに砂粒 の容
積 比表面 積 鋤 に比例 す る。 それ を示 す と次の ようにな る。
h・SY・1・dx・ ∠T∬=∠Wご ・L(4・2・9)
ここでの変数 と して はhが 問題 とな る。hを 一定値 と した場合 と流 速vに 比例 す る場
合 の二通 りをここで は考 えた。
流速vに つ いては,凝 縮域 の圧 力 は実測 に よる とほぼ大 気圧 であ るので一定 と し,単
位 時 問当 りの発生蒸 気量Wを 次 式 を用 いて体積Vに 変 換 した。
V=W・(22.4×103/Z)・(273十Tc)/273 .(4・2・10)
そ してVを 砂粒 間の平均通路 断面積Scで割 ることによって求め た。
v=V/Sc(4・2・11)
ここでScが問題 とな るが,こ れ は砂粒 間の形状,充 嗔度 な どによって異な るが,適 当
な値 がな い。 そ こで,こ こで は簡単 のため に,砂 粒 の平均半径 の1/2の 半 径 を もつ 円
の面積 に等 しい と仮 定 した。
さらに砂粒 中で未凝縮 の まま存在す る蒸気量 を考 える。水蒸 気 はすべ て凝 縮 す るとは
限 らず,い く分か は未凝縮 の まま空 隙 中に浮遊 して い ることが考 えられ る。その量dWf
は絶 対湿度65)によって規 定 され る。dWfは 次 の ようにな る。
dWf=dXs・1dX・a・pQ(42・12)
但 し,dXS=XS(TPn+1)-XS(TPn)
しか し,こ のdWfは 実際に計算す るとか な り微 量 で あ り,計 算 に際 しては,無 視 し
て も差支 えない こ とが確 め られ た。






実際の計算 のフ ロー チャー トを図66に示 す。計算 に先立 ち,dX(dr),dtの と り方
につ いて検 討 した。 その結果,∠x=1mm,dt=1secに すれ ば,か な り収 束 した値 が
得 られたので,計 算 には この値 を用 い た。



















図66プ ログラムのフ ロー チャー ト
AA AA'
た。 また他の文献2)'66)・67)も参照 して使用 した。
4・2・3実 験 方 法
図67に示す ような鋳物/鋳 型界面形状 をもつ鋳型に
工業用純アル ミニウム(99.7%Al)と鋳鉄 を鋳込み,








円筒鋳型,円 柱中子を想定 したものであるが,鋳 型密










図67実 験に使用 した鋳型形状 ・寸法
53
























































界 面 か らの 距 離,mm
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滴状凝縮64)にお ける値 よりは,か なり小さい値 となっているが,蒸 気の熱伝導率λsを砂粒
間の平均間隔Emで割った値λ∫/2mよりは大 きな値 となってお り,オーダー的には妥当な値
の範囲内にあるもの と思われる。
このhに ついては,砂粒の表面性状,砂 粒間の蒸気の流れの状態などが影響す るもの と
54




水分率を一定 として,鋳 物/鋳 型界面形状 を変化 させた場合の飽和域の移動について,





























かな りよ く一致 してお り,シ ミュレー ションの方法 の妥 当性 を示 してい るもの と思 われ る。
(2)水分 率の影響

































































































6● ・実 験 値
一 計 算 値 λ。=0。001
-一一一 〃 λp=0.0013




図73鋳 鉄 を鋳 込 んだ場合の飽和域 の移動
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1.鋳型中における水分の蒸発,移 動,凝 縮の考え方 を導入 して鋳物/鋳 型界面形状の変化
をも含む数値解析をおこなうことがで き,その結果 として次のことがわかった。
(1)凝縮域の熱移動は,水 蒸気の凝縮 と砂粒間の熱伝導の両方 を考慮す る必要がある。
(2)水蒸気の凝縮量 を蒸気 一砂粒間の熱伝達率 を導入することによって求めることがで きる。
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この場合,熱 伝達率は,蒸 気の流速に比例 させ る必要がある。この比例定数は(4～5.8)
×104ca1/cm℃であった。初期水分率が増す とこの比例定数は低下する傾向を示 した。た
だ し,S。,P,λcを一定 とした場合。
2.円筒鋳型,円柱 中子 というような形状の異なる鋳型において,水 分凝縮層の移動につい
て,そ の幅が円筒,平 面,中 子の順に広 くなってゆ くことを計算および実験で確めた。今




鋳型が水分を含んでいるために発生する欠陥として,す くわれ系欠陥,鋳 型壁移動,そ して
吹かれ系欠陥などをあげることができる。これらの ように,生型のみに顕著に発生する鋳造欠
陥はそのほ とんどが水分凝縮層 に関係 しているもの と考 えられる。水分凝縮層がこれらの欠陥
に及ぼす影響及び程度は異っていると予想されるが,本 章ではす くわれ系欠陥をとりあげ,そ
の発生機構の解明をこころみた。
まずば く熱によるシミュレーション実験 として,型 の表面にき裂 を発生させ,水 分凝縮層 と
の関係 を調べ,次 に,湿態や水分凝縮層の圧縮試験,高 温圧縮試験および急熱膨張試験などを
数種の粘土 を用いて,す くわれ発生 との関連性を求め,す くわれ発生時の鋳型内の状態か らす
くわれ発生機構 を明らかにする。
5-1水 分凝 縮層 とす くわ れ との 関係
5・1・1緒 言
す くわれ系欠陥は生型が山砂から合成砂 に変更 され急激に増加 した欠陥である。従来の研
究でまとまりのあるものは,Levelink34)36),Goad35),Pattersonら37-4°)によっておこなわれ
た研究である。これらは一応に水分凝縮層の存在 をその要因の第一 にあげ,かつ鋳型やそれに
みたてた試片に鋳込み,あ るいはばく熱 してき裂 を発生させすくわれ系欠陥との関連 を求めた。
しか しある条件の鋳型を製作 し鋳込んだ結果す くわれ系欠陥の発生 を確めるもので,直 接鋳
込み後の型内の水分凝縮層の存在 を確かめ,す くわれ系欠陥との関係を求めた ものではない。
本節では前章 までで明らかにな った水分凝縮層の挙動 を礎として,型 内に熱電対を埋設 し
て水分凝縮層の発生やその位置を求め,ま た き裂発生 については型表面に変位計を取付け,
きれつ発生の時刻を測定 した。従来の方法では推測の域を出なかったす くわれ系欠陥と水分
凝縮層 との関係が,本 節の実験によるば く熱及び鋳込み後の型内での変化を調べることによ
って明確 にしたい。
本節ではまず,溶 湯によって鋳型が急激 に加熱 され,そ の一部が破壊す ることにより,す
くわれが発生す るとの前提の もとに,こ の状態をば く熱実験によりシミュレー トした。すな
わち,ば く熱により試片にき裂 を発生させて,水分凝縮層 との関連を調べ,こ れをもとにし
て,す くわれ発生機構について検討 した。
5・1・2シ ミュレーシ ョン実験
ば く熱試験片を図74に示す。試片は試料砂 を内径100,高さ30mmの鋼管内に,つ き固め機
(重錘10kg,落下高さ5cm)を用い,つ き固め回数7回 を標準にして作成 した。試片上の中
央 にφ50の穴の あいた鉄製 しゃへい板を置 き,試片表面の中央部だけをばく熱するようにした。
試片内の水分凝縮層の発生,移 動状況 を知るため,試 片内の所定位置に5対 の熱電対 を埋
設 し,各点の温度変化 を記録 して,こ れか ら試片内の温度分布 を求めた。温度測定は,ば く






熱 電 対(表 面 下゜・1・3・5,7mm)熱 電 ヌ"囀 隷
,、。,25,、。,35mm)
(、)垂直方向温度測定 図74ば く熱 試験 片(b)水 平方向温度測定
化の状態,ま た表面の き裂 と温度 との関係を調べ るため,表 面下1mmにおける水平方向につ







体 をもつばく熱炉 と,温度測定部,変 位測定部か らなって
おり,試片を可動台にセ ットし,所定温度に保持 された炉
の下部に移動,固 定 して,試 片上面をば く熱する。ば く熱
によって生 じる試片の き裂発生時期はば く熱時の表面中心
部の変位 と時間との関係 を調べ,そ の結果 を解析 して求め
たが,こ れは試片にき裂が発生すると表面変位に何 らかの
変化が生 じると考えたためである。試片の表面変位は差動
トランスに直結 した石英管接触子の動 きで検知 し,試片内
の温度 とともに同時に測定 して,記 録計に自記させた。
反 また試験後,試 片表面および断面を観察 し,また,き 裂




た写真で,ベン トナイ ト6%,水分6%配 合の試片 を1,300
℃ に1minばく熱 した後,縦 方向に切断 した ものである。試片のば く熱された面の表面下約5









ン トナイ ト6%,水 分2%配 合試片












上昇するが,A点 すなわちば く熱 を
開始して18sec後に上昇が急増 とな
り,B点 に達 した後は,ほ とんど変
化 しなくなる。 き裂を発生 した試片







































図79試 片内の温度変化(垂 直方向)と 変位
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認め られたが,一 方きれつの発生 しない図77の場合には,図78に示すような変位の急激な変
化は見 られず,時 間の経過 とともに表面は徐々に上昇を続ける。
以上 の結果か ら図78のばく熱開始か らA点 までの変位,ま た図79のき裂のない場合の変位
は,試 片内乾燥域の熱膨張によるもので,A点 か らの急激な変位上昇は試片にき裂が発生 し
たことが原因 と考えられる。
すなわちA点 で試片内部にき裂が発生 し,表面硬化層が試片本体からはく離すると同時に,
層内に存在する温度 こうばいによって生 じる不均一な熱膨張のため,こ の層は上に向かって
凸(と つ)形 の変形 を始める。 このため,表 面の変位が急激に上昇するもの と考え られ る。
以上のことか ら,試片表面の変位が急激に変化す る点が試片のき裂発生時期であ り,ば く
熱開始からこの点までの時間をき裂発生時間 とした。
ひ
また,図78から試片内の温度変化を見ると,ば く熱開始後,各 点の温度は上昇 を始め表面
下3mm以下の点では,100℃に停滞す る期間,す なわち飽和域の存在が明確 に認め られる。
この とき各点の温度変化から求めた試片内の温度分布 を図80に示す。試片のき裂発生時間
は18secで,き裂は表面下5mmの位置に水平 に発生 していたのであるから,き裂発生時18sec

















図81にき裂の発生 しない場合の試片内の温度分布 を示す。図80と比較 してみ ると,界面温
度はほぼ同 じであるが,温 度勾配は多少ゆるやかになってお り,飽和域の幅 も短 くなってい
る。これは水分率が2%と 少ないためであろう。
図82は,表面下1mm水平方向の試片内各点の温度変化 と表面変位 を示 したものであり,き
裂は17secで発生 している。ばく熱開始後,各 点の温度は上昇 し始めるが試片の中心に近い
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図82試 片 内の温度変化(水 平 方向)
(繋 ナイト量s/1s%
5m皿で中心か ら25～30mmの位置 まで水平に入 り,
その一部は表面にまで達 している。
これか ら,き裂発生時(17sec)における温
度分布 を見 ると,中心か ら27mm以上で は100℃
以下であり,き裂の周辺部 も飽和域,ま たは生
型に近い状態にあった。
上記の外,配 合,つ き固め密度,ば く熱温度






ら順に,乾 燥域,凝 縮域,初 期水分域の状態に
なってお り,このときの温度分布 は図81,図83
に示すとう りである。


























中心 か らの距 離,mm





易には く離 し,す くわれの原因になるのであろう。
図85は生試片と比較のため乾燥試片内の温度分布 を示 したもので,水 分 を含んでいないた
めに水分凝縮層は発生せず,き 裂 も生 じなかった。


































鋳込 みは,試 片上に直径50,高さ10mmの雲母板で作ったわ くを置 きその中 に1,300℃の鋳
鉄の溶湯を流 し込み,試 片表面の変位お よび試片内の温度変化を測定 した。温度測定は,界
面から4mmまで1mmおきに5点 とし,表面変位の測定には二重の石英管を用い,外 管を固定
ガイ ドにして,内 管(接 触子)が 溶湯を直接接触 しないようにしておこなった。
図に示 されているとうり,鋳込み直後 から各点の温度は上昇 し始め,、界面は約5secでほ
ぼ一定 に達 している。試片内の各点は,そ れぞれ100℃に停滞 す る期間があり,飽和域が発
生 していることがわかる。表面変位は,ば く熱の ときほど明 りょうではないが,鋳 込み後約
1.5secのところに同様の変化点が見 られ,こ の時点で試片にき裂が発生 したものと考えられ
る。
試験後,試 片の破壊状況を観察 した結果,溶 湯に接 していた部分の表面下約1mmの位置に
き裂が水平に入 り,表面層がはく離 した状態 になっていた。以上のことか らき裂発生時,約
15sec後の試片内の水分凝縮層の発生状況 をみると,表面下1mm付近に飽和域が発生 してお
り,鋳込みの場合にも,ば く熱 と同様 に,試 片の き裂は飽和域内で生 じることが確認された。
図87は水分率,ベ ントナイ ト量,つ き固め密度およびば く熱温度 をそれぞれ変化 させて,
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ば く熱試験をおこない,き 裂発生時間を




































ベ ン トナ イ ト量,%
510151,0001,1001,2001,300
っ き固 め 回 数 ば く熱 温 度,℃
図87ば く熱試片のき裂発生時間
5・1・4結 言
す くわれ発生時の鋳型の状態を,ば く熱試験によりシミュレー トしす くわれ と水分凝縮層
との関連について調べた結果,溶 湯により加熱された鋳型は,型 内に発生 した飽和域内です
べ りによるき裂を生 じることが明らかになった。
この ようにして き裂が発生 した後は,そ の表面層は鋳型本体から容易にはく離 し,す くわ
れの原因になるのであろう。以上のことか ら,す くわれに対 しては,水分凝縮層の機械的性
質,特 にその強度特性が大きく関係 して くるものと思われ,さ らに鋳型の高温性質,常 温性
質を含め,こ れら三者が相互作用の形です くわれに影響をおよぼす ものと考えられる。
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5-2水 分凝縮層に起因す るす くわれ系欠陥の発生機構
5・2・1緒 言
前節 において型のきれつ発生 と水分凝縮層(飽 和域)と の関係を明確 にすることがで きた。
本節ではす くわれ欠陥発生傾向としての きれつ発生時間とす くわれ欠陥 との相関を求め,次
いで生型の湿態,水 分凝縮層(飽 和域),及び乾燥域 における圧縮強度,変 形量,変 形係数
及び急熱膨張量 を測定 し,このデータをす くわれ発生のモデルにあてはめ要因の検討をおこ
なった。
従来の研究では生型各層の諸特性は求め られているものの単に水分凝縮層はたいへん軟弱
な層であるという認識にたってそれだけをす くわれの要因とみな して きた。 しか し鋳込み後
の生型には溶湯に接す る乾燥域があってその下に水分凝縮層が存在するわけで,こ こではこ
れらの層の相対的な関係から欠陥が発生すると考えた。この相対的な関係 として,水 分凝縮




実験 に使用 したけい砂は鳥取県産6号 である。粘結材には,物理的性質の異なるベン ト
ナイ トA(米国産),B(西 独産),C(国産),D(国 産)の4種 類 を用 い,各ベ ントナ
イ ト配合砂の諸性質およびす くわれ牲 を調べ るとともに,種 類による差異について も検討
した。供試 したベントナイ トの化学組成および諸性質 を表5に 示す。試料砂の配合 は4種
類のベン トナイ トにつ きベン トナイ ト量を6%に 一定 し,水分率を2,4,6%と 変化 さ
せて得 られた計12の試料について試験をおこなった。
表5ベ ン トナイ トの化学成分W(%)および物理的性質
SiOz A1203FeZO3 :・ CaO Na20 K20 膨 潤 度(A,C,C)液性限界









































ば く熱試験 はシミュレーション実験 と同様であり,試片をば く熱 して表面にき裂 を発生
させ,そ のき裂発生時間をもってす くわ紀性を判定 した。
また,ば く熱試験 と実際の鋳込み との関係 を確 かめるため,名 工試型のす くわれ試片を
用い,い くつかの試料砂について鋳込み試験 をおこなった。鋳込みはFC35相当の鋳鉄で,





いては標準試片に水蒸気 を流入通過させて,水 分凝縮試片を作成 して供試 した。
4.高温圧縮試験および急熱膨張試験
試料砂 で高温試片(11/8"Diam,×2　)を 作成 し,これ を圧縮試験機 に組み込 まれ
た炉の中にそ う入 して,試 験温度900℃で3min保持後,圧 縮試験をおこない,高 温の圧
縮強 さ,変形量および変形係数を求めた。
急熱膨張試験について も高温試片を用い,試 験温度を900℃とした。試験 に用いた熱膨
張計は,溶 融石英製の本体上に試片を乗せ,高 温炉中にそう入後の試片の膨張,収 縮量 を
測定するもので,こ の変化を差動 トランスにより記録計に自記させ,そ のときの膨張量の
最大値 をもって急熱膨張量 とした。
ここで,圧 縮試験,膨 張試験 とも試験温度 を900℃と した理 由は,鋳 型の破壊は鋳込み
直後 に発生 し,その ときの鋳型表面温度が約900℃であったことと,二般に鋳物砂は900℃
























産のA,Bは ほぼ同等にす くわれに くく,
以下C,Dの 順にす くわれやす くなって
いる。 これか ら,膨潤度や液性限界の高














































図91湿 態 お よび水 分凝 縮層 の変形量
2.水分凝縮層 と湿態の諸性質およびそれらとす くわれ との関係
図90～92に水分凝縮試片および生試片の圧縮強さ,変形量,お よび変形係数を示す。圧
縮強さはどのベン トナイ トで も,水分凝縮試片では生試片に比べて著 しく低い。生試片で
は水分率の増加とともに圧縮強さが低下するが,水 分凝縮試片では水分率にあまり関係な
くほぼ一定の値 を示 している。 また,生 試片の圧縮強 さの大きいベン トナイ トほど水分凝
縮試片のそれ も大 きいようであるが,ベ ントナイ トAのような例外 も認め られた。
変形量は,ど のベ ントナイ トの場合 にも,水分凝縮試片では生試片に比べて著 しく大 き
く,水分率 とともに増加 している。変形係数は圧縮強 さと似た傾向を示 し,ど のベ ントナ
イ トも水分凝縮試片は生試片に比べて著 しく低 くなっている。また生型試片の変形係数は
ベ ン トナイ トにより大 きな差があるが,水 分凝縮試片のそれは,い ずれも同程度の低い値
を示 している。
以上の ように,ど のベン トナイ トの場合 も,水分凝縮層試片では生試片に比べて圧縮強
さお よび変形係数は著 しく低 く,逆に変形量は大である。また湿態性質 と水分凝縮層の性
質 との関係 はベン トナイ トにより異な り,湿態性質の優れたベン トナイ トが水分凝縮層に
ついても同様であるとは必 らず しもいえない。
次に,上 述のことがらとす くわれとの関係について検討 してみる。ここです くわれは水
分凝縮層内で鋳型が破壊するために発生す るので,水 分凝縮層の強度あるいは変形量が大
きいほど,す くわれ発生 は少な くなると考えられる。
まず図90,および図91から水分凝縮層の圧縮強度 とす くわれ との関係 についてみると,
どのベン トナイ トで も水分率の増加とともにす くわれやす くなっているが,水 分凝縮層の
強度は水分率によって変化 しない。また,ベ ン トナイ トAとCと では,す くわれ性 に大 き

































図93高 温圧縮 強 さと変形量
ナイ トAのほうが低強度になっている。
次 に図92からベン トナイ トの種類 による差異,ま た水分率 との関係についてみると水分
凝縮層 とす くわれ発生傾向とは一致 しないことがわかる。
この よう噛に水分凝縮層の強度および変形量 とす くわれ との関係を見た限 りでは両者の間
に明 りょうな関係 は見いだせなかった。他の湿態性質および水分凝縮層の変形係数 との関
係 についても同様であった。
3.高温の諸性質およびそのす くわれ との関係
































図93に高温の圧縮強さと変形量 を示すが,こ れ らの結果から見る限り,両者 ともす くわ
れ とはあまり関係がないように思われる。先に述べたように,水分凝縮層が鋳型の破壊発




生 した応力が変形能を上回ると鋳型が破壊 されて,す くわれの原因とな り,また,同 一系
統の砂については,変 形能により,す くわれ傾向を判定で きるとしている。このことか ら,
図の各ベン トナイ トについて水分率だけの影響をみると,水分率の増加 とともに変形係数
は大 きくなってお り,す くわれ傾向 と一致するが,ベ ン トナイ トの種類 による差異につい
し
ては,必 らず しも傾向は一致 しない。
図95は急熱膨張量を示 したもので,ベ ントナイ トによりそれぞれ異なる変わりかたをし
てお り,ベン トナイ トC,Dは 水分率 とともに急激に増加 しているが,A,Bの 変化は少
ない。急熱膨張量についても,す くわれとの間に明りょうな関係は認められなかった。
4.す くわれ発生機構およびす くわれ要因の検討 、
前項では,水分凝縮層,湿 態および高温の諸性質 とす くわれ との関係 を個 々について調
べたが,い ずれにも明 りょうな関係 は見いだせ なかった。これは,す くわれに対 してそれ
らの諸性質が互に影響 をおよぼ しあっているためで,す くわれの発生原因を解明するため
には,ま ず,ど の因子が どの ような形です くわれに影響 をお よぼしているかを明らかにし






図96は,すくわれ発生時の鋳型内の状態を模式的に示 したもので,溶 湯の加熱 により,
鋳型 は表面から順に乾燥域(以下Dと す る),水分凝縮層(以下Mと する),初期水分域(以
下Gと する)の状態にある。 この状態において,Mは100℃以下 とDに比べてかなり低温
であるため,熱 膨張は無視 し得る程度であ り,またGは 熱影響 を受けていないため変化 し
ない。
一方高温に加熱 されたDは 一体 となって横方向へ膨張 しようとするが,こ の膨張は主 と
してD周 辺のGに よって拘束されることになる。 この ように膨張が拘束されると,Dお よ
びG内 には圧縮応力が発生 し,また,こ の応力がMに 対 してせん断力 として働 らくことに
なり,こ のせん断力のためにM内 ですべ りが起 きて,き 裂が発生すると考えられる。
この ようにいったん き裂が入った後は,表 面層であるDは鋳型本体か ら容易には く離 し,
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す くわれの原 因 となるの で,以 下 この き裂発生 の要 因 にっ いて検 討 す る。
まず,熱 応 力 につ いて考 え ると,弾 性体 で は,そ の温度,熱 膨張率,弾 性係 数,お よび'
拘 束状 態 に よって 熱 応 力 が決 まる。鋳 型 にっ いて も弾 性体 であ る と仮定 して,同 様 に考
えるこ とがで きるが,鋳 型の場合 には,そ れ ら諸条 件が非常 に複 雑 になって くる。
このため,鋳 型 の熱 応力 を求め る方法 として一般 に熱膨張 力試験 がお こなわれ ているが,
この 試験 で は試 片の膨 張 を許 さず,完 全 に拘束 した状態 にあ るため,実 際の鋳 型の状態 を
表 わ哈して いる とはい えない。す なわ ち実 際の鋳 型で は乾燥域 の熱膨 張は主 として生 型の部
分 に よって拘 束 され るため,膨 張 はあ る程 度許 され,ま た発生す る熱膨 張力 も生 型性 質 に
よって左右 され る。
ここで図96の右 図 に示す よ うに,鋳 型 内の状 態 をさ らに簡 単化 して,す くわれ発生時 の
応 力状 態 につ いて考 える。 い ま,Dの 最初 の長 さをL、,熱 膨 張 率 をα,平 均 温 度 をTmと
す れば,Dの 横 方向への 自由膨張 による伸 び ∠£1は
dpi=a・Tm・L,(521)
で表 される。 しか しこのDの 膨 張 はGに よって拘束 され るた めDに は圧縮応 力が生 じ,こ
の圧 縮応 力 σによるDの 縮 みdkzは
」君・E 、 ・L・(5°2'2)
と表 され る。 ただ しE、はDの 弾性係 数であ るが,こ こで高温 の変形係数 が これ に相 当す る
もの と仮定す る。Dの 実際の伸 び は式(5・2・1)か ら式(5・2・2)を 引 いた もの
であ り,こ れ をd$と す る と
」尼一∠ 尼・一 ∠£・e・・T・・L一6E、 ・L・(5・2・3)
とな る。一 方,こ のdkはGの 縮 みに等 しいこ とか らGの 長 さをLZとす る と
dk-6EZ・L・(5°2°4)
と表 され る。 ただ しE2は湿態 の変 形係 数 であ る。
式(5・2・3),式(5・2・4)か らDの 圧 縮 応 力σお よびDの 伸 びdkを 次式 の
ように表 わす ことがで きる。
E,+LIEZ
・ ・一 α'TmL,°LIE2(・ ・2・6)1十LzE,







以上の ように,鋳 型の乾燥域Dの 圧縮応力 σおよび膨張量 εを自由膨張量a・Tm,湿態の
変形係数E2,高温の変形係数Elで表わすことができる。 ここで,乾燥域Dの 圧縮応力6は,
鋳型の膨張力 といわれるもので,こ の脚張力が水分凝縮層 に対 してせん断力 として働 き,
また,乾 燥域Dの 熱膨張により,水分凝縮層が変形す ることになる。
一方,水分凝縮層にき裂が発生する条件 としては,次 の二つが考えられる。





































































裂発生時間である。 まず膨張力とす くわれ性 と
の関係をみると両者の間にはっきりした関係は
な く,しいていえば膨張力の大 きい ものほどす
くわれに くくなるという矛盾 した傾向がみられ
る。一方,膨 張量が大 きくなるほどす くわれや
す くなってお り,両者の間には明 りょうな関係
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が認められる。
この関係についてさらに詳 しく知 るため,縦 軸に膨張量,横 軸に水分凝縮層の変形量を
とり,す くわれとの関係を調べたものが図99である。図中の数字はき裂発生時間を示す。
これか らわか るように,膨張量が小 さく,水分凝縮層の変形量の大 きいものは,す くわれ
に くく,逆に膨張量は大 きく,変形量の小 さい ものはす くわれやす くなっている。
以上の ことから,す くわれの要因 としては,乾 燥域の膨張量 と水分凝縮層の変形量 との
関係が考 えられ,す くわれ発生原因に関 しては,前述の⑪の関係が一致することが明らか
となった。 したがって,水分凝縮層の変形量および湿態の変形係数の大 きい,ま た,急 熱
膨張量および高温の変形係数の小さい型砂ほど,す くわれ発生は少な くなる。
これらのことは造型に関 して もいえることで鋳型密度が不均一である場合など密度の低
い部分は変形係数 も低 く拘束力が弱いため,膨 張による伸びがその部分に集中し,す くわ
れが発生 しやす くなることも考えられる。
5・2・4結 言
各種ベン トナイ ト配合砂の水分凝縮層,湿 態および高温の諸性質 とす くわれとの関係 につ
いて調べ,さ らにす くわれ発生機構およびその要因について検討 した結果次のようなことが
明らか となった。
1.水分凝縮層,湿 態および高温下の鋳型の圧縮強度,変 形量 さらに急熱膨張量 などとす く
われ との関係 を個 々について調べたが,い ずれの場合に も明りょうな関係 を見いだすこと
はで きなかった。
2.鋳型の熱膨張力および熱膨張量を急熱膨張量,湿 態および高温の変形係数に関した式で
表わ し,大 まかな値 を計算 によって求めた。それらの値 をもとに,す くわれ発生機構につ
いて検討 した結果,す くわれの要因としては,鋳型の熱膨張量 と水分凝縮層の変形量 との
関係が考 えられ,熱膨張量が水分凝縮層の変形量を越 えると鋳型が破壊され,す くわれの
原因にな ることがわかった。
3.したがって,水分凝縮層の変形量お よび湿態の変形係数が大きく,急熱膨張量および高








をおこない,次 いです くわれ系欠陥との関連 を明確にし,そ の発生機構について検討 した。
本研究によって明らかになった事項 について総括すると以下のようである。
第1章 は従来の研究から問題点を整理 し,本研究の目的を考えてその基本方針 について述べ
た。
第2章 は,水 分凝縮層の生成及び移動状況を詳細に研究 した。まず,電 気抵抗式水分計 を製
作 し,鋳込み後における鋳型内の水分凝縮層の挙動 を調べた結果,次 のようなことが明らかと
なった。すなわち,従来 は型温度が100℃になることによって水分凝縮層の生成とみなしてき
たが,実 際には水分率の変化を確かめなければ正確なことは把握で きないと思慮 し,水分測定
子 と熱電対 とを同 じ位置に設置 して,測 定 した結果,型 内の水分率 と温度の変化 は同 じ挙動 を
示 し,従来の温度測定 による方法で挙動を推測してもよいことが判明した。
次に鋳型内での水分移動は従来蒸発,移 動及び凝縮 を繰 り返 していると考えているだけであ
ったが,移 動には,型 内に圧力勾配が存在す るはずである。そこで鋳型に相当する砂型試片の
端から蒸気を一定圧力で送 り,型内の水分率,温 度及び圧力の変化を調べた結果,次 のような
事が明らかになった。
1)試片内のある点では水分率 と温度はほぼ同時に上昇 を開始 し,水分率は飽和水分率に,
温度は100℃に達 してか ら水蒸気圧が上昇する。
2)蒸気流入の推進力 となる水蒸気圧は試片内部に進むに従って指数関数的に抵下 し,凝縮
域 をす ぎれば零 となる。
3)流入蒸気圧が高いほど水分凝縮層の移動速度は速い。




以上の結果か ら水分凝縮層の生成機構が明 らか とな り,鋳型内での水分率,温 度及び圧力の
関係 を明確 にす ることができた。すなわち,水蒸気は飽和域 を通過 し,凝縮域にて凝縮す る。
凝縮域のある点では水蒸気が凝縮することによって温度 と水分率が上昇す る。温度 が100℃と
な り,水分率 も飽和水分率に達すると凝縮は完了する(飽和域 となる)。そして水蒸気は鋳型の
さらに内部へ と移動 してゆくことにな り,飽和域は蒸気を通過させるための通路 となる。
したがって,飽 和水分率に達 した飽和域は水蒸気 を通過 させるだけの空隙を備えていないと
健全な鋳物が得 られにくいことがわかった。そこでDarcyの法則を用いて飽和域における蒸気
の移動抵抗 として通蒸気度を求めた。その結果以下のような点が明確になり,
1)空気 と水蒸気の粘性比 を用いて,通気度と通蒸気度 との比較 をおこなった。
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2)同一配合砂では通気度 より通蒸気度の方が低 い値を示す。
3)水分凝縮層 と初期水分域の水分率が等 しい場合は両者の通蒸気度は等 しい。
飽和域内通気度は健全な鋳物をうるための重要な指標 となる。




3)Darcyの法測がな りたつ ものとして水分凝縮層の厚 さから乾燥域の水蒸気圧を求めた と





これまでも近似解析によって生型の熱伝達は解析 されているが,水 分凝縮層の性質 を正確に
把握 しないままにおこなわれてきたため不十分なものであった。
そこで本研究は境界条件 として蒸発定数及び通蒸気度を考慮 した凝縮定数 を用いて,鋳 型内
の温度分布を近似解析 によって求めた。その結果水分が多いほど水分凝縮層の移動速度は遅 く,
またその厚 さも大きくなることがわか り,実験結果 とのほぼ よい一致が得 られた。
さらに,凝縮域 における物理的意味 をより厳密にするため,凝縮域における水蒸気の凝縮量
は水蒸気 と砂粒 との熱伝達率,水 蒸気 と砂粒 との温度差,及 び砂粒の容積比表面積に比例する
と仮定 して数値解析 を行 った。その結果,近 似解析 よりも精度 よく実験結果 と一致す ることが
判 った。また,水 蒸気 と砂粒 との熱伝達率が,水 蒸気の流速に比例するとした場合 と単に一定
であるとした場合では前者の方が実験結果 と良 く一致 した。 さらに,凝縮域 には温度勾配が存
在することから,単 に凝縮のみでな く熱伝導 も同時におこなわれているとして計算 した方が実
験結果と良い一致 をみた。
そこで,平 面鋳型における水分凝縮層の移動に関する実験結果 をさらに拡張するため,円 筒
鋳型,円 柱中子等,界 面形状の異なる鋳型について調べた。水分凝縮層の移動は円筒,平 面,
中子の順 に広がっていることが確 かめられ,こ れらは数値解析結果で も確認 された。
第5章 はこれまで調べた水分凝縮層 と鋳造欠陥発生 との関係,特 にす くわれ系欠陥との関連
性 について検討 した。




の発生す る場合 とそうでない場合 との問に明らかな差があることを認めた。そして,す くわれ
系欠陥の発生位置は水分凝縮層内であることを確認 した。
次いで数種のベン トナイ トを用いた鋳型の水分凝縮層,湿 態及び高温での鋳型強度,変 形量
さらに急熱膨張量などを測定 し,これらとす くわれ系欠陥との関係 を調べたが,い ずれの場合
も明 りょうな関係 を見出すことはできなかった。そこで生型に金属溶湯が鋳込 まれた場合の鋳
物/鋳 型界面付近の状態にこれまで調べた水分凝縮層の性状及び挙動 を導入 したモデルに上で
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求めた急熱膨張量や変形係数の値 を用いて鋳型の膨張力及び膨張量 を算出 した結果,鋳 込み実






によって進歩 してきたと言えよう。が しか し,これか らはさらに詳細な水分凝縮層の挙動,そ ・
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